
教えて
ドクター！

　
主
な
口
内
炎
に
は
、
次
の
よ
う
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。

▲

ア
フ
タ
性
口
内
炎

　
一
般
的
に
最
も
多
く
見
ら
れ
る
タ

イ
プ
で
す
。
赤
く
縁
取
ら
れ
た
白
っ

ぽ
い
小
さ
な
円
形
の
潰
瘍
が
で
き
、

通
常
は
１
～
２
週
間
で
自
然
に
治
り

ま
す
。
原
因
は
不
明
で
す
が
、
疲
れ

や
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
免
疫
力
の
低
下
、

睡
眠
不
足
、
栄
養
不
足
な
ど
に
よ
っ

て
起
こ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

▲

カ
タ
ル
性
口
内
炎

　
口
の
粘
膜
が
赤
く
腫
れ
た
り
、
水

疱
が
で
き
た
り
し
ま
す
。
入
れ
歯
の

不
具
合
、
頰
の
内
側
を
噛
ん
で
で
き

た
傷
、
や
け
ど
、
薬
品
の
刺
激
な
ど

が
原
因
で
起
こ
り
ま
す
。

▲

ヘ
ル
ペ
ス
性
口
内
炎

　
単
純
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

す
る
こ
と
で
起
こ
り
ま
す
。
小
さ
な

水
疱
が
生
じ
、
破
れ
て
潰
瘍
と
な
っ

て
強
い
痛
み
を
生
じ
ま
す
。

▲

カ
ン
ジ
ダ
性
口
内
炎

　
カ
ン
ジ
ダ
菌
が
原
因
で
す
。
２
種

類
あ
り
、
偽
膜
性
は
白
い
斑
点
や
膜

の
よ
う
な
も
の
が
粘
膜
に
付
着
し
ま

す
。
萎
縮
性
は
高
齢
者
に
多
く
、
舌

の
中
央
や
口
角
、
入
れ
歯
の
内
側
の

粘
膜
に
赤
み
や
痛
み
が
生
じ
ま
す
。

▲

そ
の
ほ
か
の
口
内
炎

　
喫
煙
者
に
起
こ
る
「
ニ
コ
チ
ン
性

口
内
炎
」
、
抗
が
ん
剤
な
ど
の
薬
品

に
よ
っ
て
起
こ
る
「
薬
剤
性
口
内

炎
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

通
常
の
口
内
炎
は
１
～
２
週
間
程

度
で
治
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、

症
状
が
２
週
間
以
上
続
く
、
再
発
を

く
り
返
す
、
見
た
目
の
わ
り
に
は
痛

み
が
な
い
、
発
熱
を
と
も
な
う
な
ど

の
場
合
は
ほ
か
の
病
気
が
隠
れ
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
医
療
機
関

の
受
診
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

口
内
炎
を
診
療
で
き
る
医
療
機
関

は
、一
般
歯
科
、口
腔
外
科
、耳
鼻
咽

喉
科
、小
児
科
な
ど
で
す
。
た
だ
し
、

す
べ
て
の
医
療
機
関
で
対
応
で
き
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
の
で
、
事
前
に
問

い
合
わ
せ
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。
ま

た
は
、
ま
ず
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医

院
を
受
診
し
、
必
要
が
あ
れ
ば
ほ
か

の
診
療
科
を
紹
介
し
て
も
ら
う
方
法

も
あ
り
ま
す
。

口
内
炎
と
似
て
い
る
病
気
、
ま
た

は
口
内
炎
の
症
状
が
出
る
病
気
に
は
、

口
腔
が
ん
（
半
数
以
上
が
舌
が
ん
）、

乳
幼
児
に
起
こ
り
や
す
い
手
足
口
病

や
ヘ
ル
パ
ン
ギ
ー
ナ
、
自
己
免
疫
疾

患
（
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
、
ク
ロ
ー
ン

病
、
全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
な

ど
）、性
感
染
症
（
梅
毒
や
淋
病
な
ど

の
原
因
と
な
る
病
原
体
が
口
の
中
に

入
り
込
ん
で
起
こ
る
口
内
炎
）、
天

疱
瘡
な
ど
の
全
身
性
皮
膚
疾
患
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
ア
フ
タ
性
口
内
炎
が

再
発
を
く
り
返
す
場
合
は
、
ベ
ー

チ
ェ
ッ
ト
病
の
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

注
意
が
必
要
で
す
。
軽
く
考
え
ず
、

早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

市
販
薬
も
有
効
で
す
が
、
歯
科
医

院
で
処
方
す
る
ネ
オ
ス
テ
リ
ン
グ

リ
ー
ン
と
い
う
う
が
い
薬
（
保
険
適

用
）で
多
く
の
患
者
さ
ん
が
治
癒
し
て

い
ま
す
。治
り
に
く
い
口
内
炎
の
場
合

は
、主
に
次
の
よ
う
に
治
療
し
ま
す
。

▲

粘
膜
へ
の
刺
激
に
よ
る
も
の
：
入

れ
歯
の
不
具
合
や
歯
並
び
な
ど
が
原

因
の
場
合
は
、
歯
科
で
調
整
し
ま
す
。

▲

感
染
に
よ
る
も
の
：
抗
ウ
イ
ル
ス

薬
、
抗
菌
薬
、
抗
真
菌
薬
な
ど
を
用

い
ま
す
。

▲

薬
に
よ
る
も
の
：
原
因
と
な
る
薬

の
使
用
中
止
を
検
討
し
ま
す
。

▲

自
己
免
疫
疾
患
な
ど
ほ
か
の
病
気

に
よ
る
も
の
：
原
因
と
な
る
病
気
の

治
療
を
行
い
ま
す
。

予
防
法
と
し
て
最
も
大
切
な
の
は
、

口
の
中
を
清
潔
に
保
つ
こ
と
で
す
。

病
原
体
に
感
染
し
な
い
よ
う
に
、
歯

み
が
き
を
し
っ
か
り
行
い
、
さ
ら
に

定
期
的
に
歯
科
検
診
を
受
け
て
、
む

し
歯
や
歯
周
病
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
唾
液
に
は
抗
菌
作
用
や
粘

膜
保
護
作
用
、
自
浄
作
用
な
ど
が
あ

る
た
め
、
口
の
中
が
乾
い
て
い
る
と

口
内
炎
に
な
り
や
す
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。食
事
の
際
は
よ
く
噛
ん
で
、

唾
液
を
た
く
さ
ん
出
し
ま
し
ょ
う
。

風
邪
や
疲
れ
、
ス
ト
レ
ス
、
睡
眠

不
足
な
ど
も
要
注
意
で
す
。
免
疫
力

が
低
下
し
て
い
る
と
、
外
部
か
ら
侵

入
し
た
病
原
体
に
感
染
し
て
炎
症
を

起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
口
内
炎

が
で
き
や
す
い
人
は
、
ふ
だ
ん
の
生

活
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

最
も
多
い
の
は
ア
フ
タ
性
口
内
炎

傷
や
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
の
口
内
炎
も

２
週
間
以
上
治
ら
な
い
場
合
や

再
発
を
く
り
返
す
場
合
は
病
院
へ

治
療
は
原
因
に
応
じ
た
方
法
で
行
い

予
防
は
生
活
習
慣
の
改
善
で

思わぬ病気が原因の場合も

口内炎
しみたり、痛みが続いたりして、食事や会話がつらくなる口内炎。

疲れやストレスがたまったときなどに気づいたらできていたという経験は、多くの方にあるでしょう。
しかし、口内炎は種類も原因もさまざま。なかには放置すると危険なものもありますので、

症状を見極め、適切に対処することが大切です。

口内炎ができやすい場所

　このほか、のどの奥や、上顎、口角などにできる
場合があります。上の図の口内炎は、口内炎の中
で最も多い「潰瘍ができるタイプ（アフタ性口内
炎）」ですが、粘膜が赤くなったり、水ぶくれや白い
斑点ができたりするタイプもあります。

監修 寺本 浩平
てらもと・こうへい
寺本内科歯科クリニック理事長
2000年日本大学歯学部卒業。カナダ・
トロント大学留学後、04年日本大学大
学院歯学研究科修了。同大学助手、助
教を経て2012年寺本歯科クリニック開
院 。13年より現職 。日本摂食・嚥下リハ
ビリテーション学会認定士。

口内炎を防ぐ食生活

歯肉

唇の
裏側

頰の
内側

舌
（とくに

側面）

　口内炎の多くは、見た目や症状、経
過などからおおよその診断がつきます。
しかし、確定診断のために、血液検査
や培養検査などが必要になる場合があ
ります。
　たとえば、ウイルス性感染が疑われ
る場合は、血液検査でウイルスの抗体
価を調べます。カンジダ菌感染が疑わ
れる場合は、口内炎周辺の組織を採取
して培養検査を行います。自己免疫疾
患の症状としての口内
炎が 疑われる場合に
は、血液検査で自己抗
体などを調べます。

　口内炎の予防には、栄養バランスのよ
い食生活が重要です。とくに、ビタミンＢ
群、ビタミンＣ、動物性タンパク質は積極
的にとりましょう。なかでも「ビタミンＢ２」
は粘膜を保護し、成長を促す作用がある
ため、不足すると口内炎が起こりやすくな
ります。ビタミンＢ２を豊富に含む食品を
毎日の献立にとりいれて、つらい口内炎を
防ぎましょう。

【ビタミンＢ２の豊富な食品】
うなぎ、レバー、サバなどの青魚、
アーモンド、納豆、卵、乳製品、
ほうれん草などの緑色野菜など

Q1 口内炎にはどんな種類があるのですか？

Q2 病院に行ったほうがいいのはどんな場合？

Q3 口内炎の治療や予防法を教えてください。
A

A

A

知っておきたい
健康相談室

どんな検査を
するの
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